
様式第３号 

会    議    録 

会 議 の 名 称         令和４年度第４回朝霞第五小学校学校運営協議会 

開 催 日 時          
令和５年２月１７日(金)                      

午後２時００分から午後３時００分まで 

開 催 場 所          朝霞市朝霞第五小学校 体育館３階 会議室 

出 席 者          

飯倉昇明 白鳥成章 蔵田ひと美 菅原慎也 𣘺本太樹  

高野友則 正野寛樹 三好正浩 

（司会：手島牧子 記録：猪狩一史） ※【欠席】田辺敏晃 

会 議 内 容          

（１）令和４年度学校評価について 

（２）学校における働き方改革について考える 

（３）「五小 働き方改革リーフレット」の発行について 

（４）令和５年度年間行事予定について 

会 議 資 料          

・令和４年度 教職員自己評価 

・令和４年度 朝霞市立朝霞第五小学校 学校評価書 

・保護者アンケート結果 

・「働き方改革リーフレット」案 

・令和５年度 学校年間行事計画 

会 議 録 の        

 

作 成 方 針 

 □電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

 □電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

ㇾ要点記録 

 □電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こ 

した場合の当該電磁的記録の保 

存期間 

□会議録の確認後消去 

□会議録の確認後〇か月 

会議録の確認方法 司会・記録による確認 

そ の 他 の          

 必 要 事 項          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等）                             

１ 開会の言葉 開始 午後２時００分 

 ・あいさつ、資料確認（教頭） 

 

＜令和４年度学校関係者評価委員会＞ 

２ 教職員自己評価について（教頭） 

 ・法令に基づいて行われている。 

 ・教職員自己評価の結果が妥当であるか客観性を持たせるために、児童及び保護

者アンケートのほか、関係者評価をお願いしている。 

 

３ 学校関係者評価委員から 

①学校の運営組織 

 ・PTA もペーパーレス化が進んでいる。情報共有の仕方が変わり、地域とのつな

がりも進んだ。ベルマーク活動なども、ホームページで知り、協力していただ

ける方が出てきた。（高野） 

 

②学力 

 

③生徒指導・教育相談 

 ・説明の中で、不登校の児童が増えた、とあったが、中学校でも大きな問題とな

っている。６年生での原因は何なのか。（白鳥） 

 ⇒原因はさまざま。人間関係などが主な原因かと。クラスに入りづらいが、小集

団では入れることもある。家庭での問題もあるので、連携を図りながら対応す

る。オンライン授業で対応もしているが、学力が下がってしまうので、それで

さらに登校しづらくなることもある。 

 ・中学校も不登校が多いと感じる。小学校のうちに勉強が分からなくなると、中

学校に入っても登校しづらい。（正野） 

 ・何人くらいいるか。（白鳥） 

 ⇒○人である。 

 ・具体的にどんな対応をしているか。（菅原） 

 ⇒オンライン対応、家庭訪問、電話、放課後の登校。学級での写真撮影や学校行

事に参加できた子もいる。それぞれの児童の実態にあわせて、教員は寄り添っ

て対応している。 

 

④体力向上 

 ・五小は以前から、体力低下が懸念されているが、種目によっては多くの学校は

平均以下となるので、それほど気にしなくてもいいのではないか。タイムで区

切るとか、ここまでを目標にするとかにした方がよいのでは。（正野） 

 ・この地域は、家庭でも学習に力を入れている傾向が強く見られる、体力向上に

ついて、それほど家庭も意識していないのかもしれない。（白鳥） 

 ⇒体育の授業改善や、学校として体力向上に取り組む体制に取りくんでいきた

い。 

⑤地域とともに 

 

⑥特色ある教育活動 

 ・人権問題は、いじめ、北朝鮮拉致、LGBTQ ばかりではない。「人権」とは何な

のかということを、教員がもっと勉強していただけると良い。（正野） 

 



 

＜第４回学校運営協議会＞ 

１ 会長あいさつ 

・学校評価について、評価委員の方たちが、色々な角度から見て意見を出してく

ださっている。 

・『はだしのゲン、平和教育教材への掲載取りやめ 広島市教委』いろいろな背景、

思想が含まれている。生きるというメッセージは、現代にも通じるところがあ

る。 

 

３ 校長あいさつ 

 ・２月となり、令和４年度の児童の登校も、あと２３日となった。 

 ・卒業式のマスクの着用について県及び市教委から指示があり、保護者には通知  

  を出した。 

 ・運営協議委員の皆様には、学校の課題解決にともに取り組んでくださり、一年 

間大変お世話になった。これまではコロナ禍でかなわなかったが、今年度の卒

業式には、ぜひ参加していただきたい。 

 

４ 熟議  

（１）「五小 働き方改革リーフレット」の発行について（教頭） 

・資料参照 

 ・配付対象は、保護者、学校だよりを配付している地域の方。 

 ・承認いただければ、２０日月曜に印刷会社に依頼して、地域・教職員には３月

当初には配付しようと考えている。※ 保護者には令和５年度当初を予定。 

 ・職員の時間外勤務時間の変化についての説明。 

 

（２）令和５年度年間行事予定について（主幹教諭） 

 ・資料参照 

 ・学校公開が年間２回。一回は、午後に引き渡し訓練、もう一回は、午後に五小

まつり。 

 ・県学調はタブレット端末を使用して行う。 

 ・学期１回の一斉下校は、５校時終了後に行う。 

【質疑・応答】 

 ・五小まつりに食べ物を出すことについては、今後検討すると思うが、子どもた

ちは喜ぶので、やってあげてもいいのかと思う。（白鳥） 

 

５ 諸連絡 

（教頭） 

 ①次回開催は、４月となります。 

 ②令和５年度は、開催は午前中（１０時から）を検討させていただきます。 

 

６ 閉会の言葉 

（教頭） 

終了 午後３時００分 

 

 


